
「
こ
の
機
能
を
入
れ
た
方
が
業
務
の
効
率

が
良
く
な
る
の
で
は
？
」

「
こ
の
処
理
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
み
て
は
？
」

東
京
・
池
袋
に
本
社
を
構
え
る
テ
ラ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
の
一
室
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
専
門
の
同

社
で
は
、
こ
の
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
企
業
か
ら
研
修
員
が
訪
れ

て
い
た
。
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
設
計
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
だ
。

指
導
し
て
い
る
社
員
は
、
慣
れ
な
い
日
本

で
学
ぶ
研
修
員
を
気
遣
い
な
が
ら
、
細
か
く

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。
そ
ん
な
彼
ら
は
、

実
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
経
験
者
。「
海

外
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
慣

れ
て
い
ま
す
し
、
文
化
の
違
い
を
超
え
て
、

仲
間
と
協
力
す
る
能
力
に
長
け
て
い
ま
す

ね
」。
そ
う
評
価
す
る
の
は
、
宮
本
一
成
代

表
取
締
役
社
長
。
同
社
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
経
験
者
を
多
く
採
用
し
て
い
る
が
、

宮
本
社
長
も
ま
た
、
協
力
隊
の
経
験
者
だ
。

１
９
８
８
年
か
ら
２
年
間
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
技
術
隊
員
と
し
て
ヨ
ル
ダ
ン
に
赴
任
し
、

国
立
大
学
で
、
職
員
の
給
料
計
算
や
学
生
の

成
績
管
理
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携
わ
っ

た
。
そ
し
て
帰
国
後
の
91
年
、
シ
ス
テ
ム
開

発
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
、
協
力

隊
経
験
者
２
人
と
テ
ラ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ス
テ
ム
開
発
を
手
掛
け
、
１
７
０
人
の

社
員
を
抱
え
る
会
社
へ
と
成
長
し
た
。

現
在
は
、
行
政
手
続
き
の
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
、
携
帯
電
話
の
通
話
に
欠
か
せ
な
い
サ

ー
バ
ー
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
。
さ
ら
な

る
事
業
拡
大
を
目
指
し
て
、
人
件
費
が
安
い

海
外
企
業
に
シ
ス
テ
ム
開
発
を
委
託
す
る

「
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
」
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
こ
れ
ま
で
提
携
を
結
ん
だ
企
業
は
、
中

国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
。
社
員
が
行
き
来
し
、

共
同
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
海
外
と
の
仕
事
が
増
え
る
ほ
ど
、
国
際
的

な
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
仕
事
を
で
き
る
〝
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
〞
が
必
要
。「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
は
そ
の
典
型
で
す
」
と

宮
本
社
長
は
話
す
。
そ
の
言
葉
を
裏
付
け
て

い
る
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経

験
で
培
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
力
だ
。「
活
動

中
は
、
文
化
も
言
葉
も
異
な
る
人
々
と
一
緒

に
働
く
こ
と
に
な
る
。
時
に
は
ぶ
つ
か
り
合

っ
た
り
も
し
な
が
ら
、
違
い
を
受
け
入
れ
る

心
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
の
で
す
」。
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

世
界
で
も
役
立
つ
と
い
う
。

　
宮
本
社
長
自
身
も
、
協
力
隊
で
の
２
年
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
周
り
の
人
間
を

巻
き
込
み
、〝
仲
間
〞
を
増
や
す
こ
と
が
カ

ギ
だ
と
実
感
し
た
の
だ
。「
シ
ス
テ
ム
開
発

で
も
、
完
成
ま
で
の
過
程
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
が
あ
る
。
へ
こ
た
れ
ず
に
や
り
遂
げ
よ

う
と
す
る
強
い
意
志
が
必
要
な
の
で
す
」。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
希

望
す
る
社
員
が
い
れ
ば
、
積
極
的
に
送
り
出

し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

自
分
の
技
術
を
途
上
国
に
伝
え
た
い―

。
そ

ん
な
思
い
を
昔
か
ら
抱
い
て
い
た
西
村
靖
夫

さ
ん
。
現
職
参
加
制
度※

を
使
っ
て
、
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
社
員
の

一
人
だ
。「
マ
ラ
ウ
イ
で
の
活
動
を
通
し
て
、

〝
な
る
ほ
ど
、
そ
ん
な
考
え
方
も
あ
る
ん
だ
〞

企
業
が
求
め
る

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

協
力
隊
経
験
者
が
設
立
し
た

シ
ス
テ
ム
開
発
会
社

経験がビジネスに“生きる”

と
視
野
が
広
が
り
、
多
角
的
に
物
事
を
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
の
機
能
に

こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
の
で
は
な
く
、
一
部
を
簡

略
化
し
て
で
も
全
体
の
シ
ス
テ
ム
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
な
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム

開
発
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
」
と
自
ら
の
経

験
を
語
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
が
多
く

い
る
こ
と
で
、
社
内
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

途
上
国
の
話
題
が
挙
が
る
こ
と
も
多
い
。
社

員
が
世
界
に
目
を
向
け
、
途
上
国
支
援
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
カ
ギ
を
握
る
人
材
と
し

て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
に
期

待
を
寄
せ
る
テ
ラ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。

彼
ら
の
力
を
武
器
に
、
さ
ら
な
る
海
外
展
開

を
進
め
て
い
く
。

テラインターナショナル株式会社

中国人の社員と共にオフショア
開発の戦略を練る宮本社長
（左）と西村さん（左から2人目）

コンピューターシステムの開発を手掛けるテラインターナショナル株式会社。
開発途上国で奮闘した日々はビジネスにも生きるはず―。

さらなる海外展開に向けて、JICAボランティア経験者の活躍が光る。

シニア海外ボランティアとして、
マラウイの技術訓練校で、コン
ピューターネットワークについて
講義する西村さん

ベトナムの提携先企業を訪れ、現地の担当者とミーティング

入社前には青年海外協力隊にも参加した西村さん。タイの教育大学でコンピューター技術を指導した

民間連携ボランティア制度
海外展開に力を入れる民間企業に必要とされ
るのが、多様な価値観、行動力を持った“グロー
バル人材”。そんな企業にJICAボランティアを
活用してもらおうと昨年スタートしたのが「民間
連携ボランティア制度」。受入国、期間、職種
など、各企業のニーズを踏まえてアレンジ可能
な“オーダメード派遣”が特徴。お問い合わせは、
JICA青年海外協力隊事務局 参加促進・進路
支援課（jvpc@jica.go.jp）まで。

NEW！

※休暇などの扱いで、所属先に身分を残したままJICAボランティアに参加できる制度。
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